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暗闇の中で星が一斉に現れる瞬間には歓声が上がる。
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星空コスチュームのスタッフがお出迎え。

宇宙の広がりも感じられる神秘さ。

洋
上
で
堪
能
す
る
、

壮
大
な
天
然
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

編集
後記

　
「
あ
な
た
と
出
会
え
た
幸
運
に
感
謝
し
て
い

る
」―

。ミ
ラ
ノ・コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪
、ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
中
国
の
選

手
が
、日
本
人
コ
ー
チ・佐
藤
康
弘
氏
に
贈
っ
た

言
葉
で
す
。日
中
両
国
の
ウ
ェア
を
ま
と
い
、教

え
子
を
鼓
舞
し
続
け
た
佐
藤
氏
が
、両
選
手

に
金
メ
ダ
ル
を
か
け
ら
れ
、共
に
快
挙
を
喜
び

合
う
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。政
治
的

に
冷
え
込
む
関
係
も
、こ
の
世
界
に
は
関
わ
り

な
い
。そ
う
確
信
さ
せ
る「
平
和
の
祭
典
」の

真
髄
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
風
景
は
、船
旅
の
下
船
間
近
の
光
景
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。共
に
過
ご
す
長
い
航
海
で

は
、「
ど
こ
か
ら
来
た
か
」と
いっ
た
属
性
は
い
つ

し
か
消
え
て
い
き
、代
わ
り
に
、そ
の
方
が
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
人
生
で「
何
を
積
み
重
ね
て
き
た

か
」が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。一
人
の
人
間

と
し
て
向
き
合
い
、互
い
の
人
生
の
歩
み
に
敬

意
を
払
う
。ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
旅
も
ま
た
、国

境
の
な
い
一つ
の「
村
」の
よ
う
な
場
所
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
日
本
と
中
国
の
未
来
の
た
め
に
」。そ
う

語
り
、懸
け
橋
と
し
て
歩
み
続
け
る
佐
藤
氏

の
想
い
は
、教
え
子
た
ち
へ
着
実
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。世
界
中
で
友
情
の
橋
を
架
け

続
け
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
船
旅
も
同
じ
で
す
。

こ
の
草
の
根
の
バ
ト
ン
を
、毎
ク
ル
ー
ズ
大
切
に

引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。（
長
谷
川・編
集
部
）

　

航
海
中
の
新
月
の
夜
に
開
催
さ
れ
る
星
空
観
望

会
。会
場
の
プ
ー
ル
デ
ッ
キ
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。船
の
外
灯
が
落
と
さ
れ
、周
囲
に
街
の

灯
り
も
建
物
も
な
い
洋
上
は
、夜
空
に
驚
く
ほ
ど

多
く
の
星
が
輝
き
ま
す
。静
か
な
海
と
満
点
の
星

に
包
ま
れ
る
ひ
と
と
き
は
、ク
ル
ー
ズ
な
ら
で
は
の

贅
沢
な
時
間
で
す
。観
望
会
で
は
天
文
の
専
門
家

が
専
用
の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
星
座
を

解
説
し
、星
の
位
置
や
見
つ
け
方
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。航
路
が
赤
道
を
越
え
る
と
、北
半
球
と
南
半

球
で
星
座
の
見
え
方
が
変
わ
る
こ
と
に
も
気
づ
き

ま
す
。例
え
ば
オ
リ
オ
ン
座
の
向
き
が
逆
に
見
え
る

な
ど
、世
界
を
旅
す
る
船
な
ら
で
は
の
発
見
も
あ

り
ま
す
。波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
空
を
見
上
げ
、

自
然
が
つ
く
り
出
す
壮
大
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
、

ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。
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石造りの街並み、長い歴史を刻む港、そして今を生きる人々の日
常。イギリスは、時代の記憶を大切に抱えながら、常に新しい表情
を見せてくれる国です。ピースボートが寄港する街々には、王室文
化や産業革命の足跡だけでなく、音楽やアート、食などを通じて育
まれてきた豊かな暮らしがあります。港に降り立ち、街を歩くことで初
めて見えてくる、この国の奥行きある魅力をぜひ体感してください。
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ロ
ン
ド
ン
の
旅
は
、テ
ム
ズ
川
を
起
点
に
始

ま
り
ま
す
。川
沿
い
に
広
が
る
街
並
み
は
、交

易
と
文
化
交
流
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き

ま
し
た
。2
0
0
2
年
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー

ズ
で
使
用
し
て
い
た
オ
リ
ビ
ア
号
が
、「
世
界
一

有
名
で
美
し
く
豪
華
」と
称
さ
れ
る「
タ
ワ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
」を
く
ぐ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
入
港
。そ

の
橋
げ
た
が
上
っ
た
と
き
に
は
、ロ
ン
ド
ンっ
子

た
ち
が
目
を
丸
く
し
黒
山
の
人
だ
か
り
が

で
き
た
、と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
地
区
で
は
、「
国
会

議
事
堂
」と「
ビ
ッ
グ
ベ
ン
」が
ロ
ン
ド
ン
の
象

徴
と
し
て
威
厳
あ
る
姿
で
迎
え
て
く
れ
ま

す
。隣
接
す
る「
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺

院
」は
、王
室
の
歴
史
と
信
仰
の
中
心
と
し

て
、静
か
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。こ
の

エ
リ
ア
を
歩
く
こ
と
で
、ロ
ン
ド
ン
と
い
う
街

の
成
り
立
ち
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。東
へ
進
め
ば
、イ
ギ
リ
ス
王
室
を
開
い
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
1
世
に
よ
っ
て
テ
ム
ズ
川
沿
い

に
築
か
れ
た「
ロ
ン
ド
ン
塔
」と「
タ
ワ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
」が
姿
を
現
し
ま
す
。防
衛
と
統
治
の

歴
史
を
担
っ
て
き
た
城
塞
と
都
市
の
発
展
を

支
え
て
き
た
橋
が
並
ぶ
風
景
は
、過
去
と
現

在
を
同
時
に
語
り
か
け
て
き
ま
す
。観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
ツ
ア
ー
や
乗
り
降
り
自
由
な

観
光
バ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
赤
い
2
階
建

て
バ
ス（
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
）が
行
き
交
う
様
子

も
、ロ
ン
ド
ン
名
物
の
一つ
で
す
。

　

街
を
北
西
へ
進
む
と「
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広

場
」の
開
放
的
な
空
間
が
現
れ
ま
す
。ネ
ル
ソ

ン
提
督
の
記
念
碑
を
中
心
に
、人
々
が
集
い
、

語
ら
い
、街
の
活
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。さ
ら
に
足
を
延
ば
せ
ば
、巨
大
な
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
と
エ
ロ
ス
の
像
が
目
を
引
く
、「
ピ
カ

デ
リ
ー
サ
ー
カ
ス
」へ
。夜
に
な
る
と
ネ
オ
ン
サ

イ
ン
と
ラ
イ
ト
が
輝
き
、劇
場
街
や
シ
ョッ
プ

が
立
ち
並
ぶ
に
ぎ
や
か
な
ロ

ン
ド
ン
の
顔
に
出
会
い
ま
す
。

　

音
楽
文
化
に
触
れ
た
い

人
に
と
っ
て
、「
ア
ビ
ィ
・

ロ
ー
ド
」は
欠
か
せ
な
い
場

所
で
す
。ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ア

ル
バ
ム『
ア
ビ
ィ・ロ
ー
ド
』の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
写
真
で
有
名
に

な
っ
た
横
断
歩
道
は
今
も
多

く
の
人
が
訪
れ
、ロ
ン
ド
ン

が
生
み
出
し
て
き
た
カ
ル

5：数々の戴冠式を見守ってきた荘厳な「ウエストミンス
ター寺院」は街に静かな存在感を放つ。6：記念碑と噴
水に囲まれた「トラファルガー広場」は、街歩きの拠点と
して親しまれている。

1：テムズ川に架かる可動橋「タワーブリッジ」がロンドン
の象徴として迎える。2・3・4：地元の人 と々観光客でに
ぎわう「バラ・マーケット」は世界中の街の食を楽しめる。

「タワーブリッジ」をくぐるオリビア号。橋げたが上がったの
は２万トン級の客船ならではのショーだった。

先史時代の謎を今に伝える「ストーンヘンジ」の巨石群が
悠久の時間を感じさせる。

チ
ャ
ー
の
影
響
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。ま
た

1
0
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス

最
大
規
模
の「
バ
ラ・マ
ー
ケ
ッ
ト
」で
は
、食
や

雑
貨
を
通
じ
て
ロ
ン
ド
ン
の
今
を
体
感
で
き

ま
す
。観
光
地
で
あ
り
な
が
ら
、暮
ら
し
に

根
ざ
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
る
点
も
こ
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
で
す
。

　

郊
外
に
目
を
向
け
れ
ば
紀
元
前
3
0
0
0

年
〜
前
1
5
0
0
年
頃
に
つ
く
ら
れ
た
と
さ
れ

る
環
状
列
石（
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
）「
ス
ト
ー

ン
ヘ
ン
ジ
」を
訪
れ
先
史
時
代
の
文
明
に
ふ
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
世
界
最
大
級
の

王
宮
で
イ
ギ
リ
ス
国
王
が
過
ご
す
場
所
と
し

て
知
ら
れ
る「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
」観
光
も
、豪
華

な
ス
テ
ー
ト・ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
や
ロ
イ
ヤ
ル
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た「
セ
ン
ト・ジ
ョ
ー
ジ

礼
拝
堂
」な
ど
見
ど
こ
ろ
は
尽
き
ま
せ
ん
。

テムズ川からビッグベンを望む。時計台の正式名称は「エリザベ
スタワー」だが一般的にビッグベンと呼ばれている。名前は工事
責任者のベンジャミン・ホールに由来しているなど諸説ある。

LONDON
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時代が交差する街

ロンドンの魅力は一つに収まりません。街を往けば国会議事堂
や寺院が並ぶ厳かなエリアから、マーケットや音楽文化が息づく
通りまで、歩くごとに表情を変えていきます。名所を巡ることは
もちろんですが、街の日常に触れるのも素敵なひととき。重厚さ
と親しみやすさが共存するロンドンをゆっくり味わってください。

ロンドン
ロ
ン
ド
ン
を
歩
き
、巡
り
、歴
史
、文
化
、ア
ー
ト
を
堪
能
す
る
。

1

2

34

5

6



　
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
都

で
あ
り
、長
い
歴
史
を
誇
る
港
町
で
す
。街
の

中
心
に
は
19
世
紀
末
に
完
成
し
た
市
庁
舎
が

堂
々
と
建
ち
、そ
の
美
し
い
外
観
と
内
部
の
空

間
は
往
時
の
繁
栄
を
伝
え
て
い
ま
す
。ベ
ル

フ
ァ
ス
ト
の
歴
史
を
象
徴
す
る
存
在
が「
タ
イ

タ
ニッ
ク・ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
」で
す
。こ
の
博
物
館

は
、世
界
的
に
も
有
名
な
豪
華
客
船
タ
イ
タ

ニッ
ク
号
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
施

設
で
、イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
展
示
を
通
じ
て

タ
イ
タ
ニッ
ク
の
軌
跡
を
追
体
験
で
き
ま
す
。

　

港
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
こ
の
街
は
、

マ
ー
ジ
ー
川
沿
い
の
景
観
か
ら
そ
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。船
を
降
り
て
ま

ず
訪
れ
た
い
の
が
、か
つ
て
世
界
遺
産
に
も
登

録
さ
れ
て
い
た「
ピ
ア
ヘッ
ド
」周
辺
。産
業
革

命
以
後
の
繁
栄
を
物
語
る「
ロ
イ
ヤ
ル・ラ
イ

ヴ
ァ
ー・ビ
ル
」を
は
じ
め
と
す
る
重
厚
な
建

築
群
が
並
び
、港
町
と
し
て
の
誇
り
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。「
ア
ル
バ
ー
ト・ド
ッ
ク
」で
海

洋
交
易
の
歴
史
を
、近
く
の「
リ
バ
プ
ー
ル
博

物
館
」で
こ
の
街
が
世
界
と
結
ば
れ
て
き
た

背
景
を
知
る
こ
と
で
散
策
が
よ
り
深
い
も
の

に
な
り
ま
す
。

　

市
中
心
部
へ
足
を
延
ば
す
と
、堂
々
と
し

た
佇
ま
い
の
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史

的
建
造
物
が
街
の
格
式
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
進
め
ば
、音
楽
の
街
と
し
て
世
界
に

名
を
知
ら
れ
る
エ
リ
ア
へ
。ビ
ー
ト
ル
ズ
銅
像

の
前
に
は
今
も
世
界
中
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン

が
集
い
、彼
ら
が
か
つ
て
演
奏
し
た「
キ
ャ

ヴ
ァ
ー
ン・ク
ラ
ブ
」で
は
そ
の
軌
跡
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

街
の
南
側
に
は
二
つ
の
大
聖
堂
が
向
か
い

合
う
よ
う
に
建
っ
て
い
ま
す
。英
国
国
教
会

最
大
級
の「
リ
バ
プ
ー
ル
大
聖
堂
」は
街
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
り
、1
1
0ｍ
も
の
塔
が
そ
び
え

1：マシュー・ストリートにあるビートルズファンの聖地「キャヴァーン・
クラブ」。2：世界中から訪れるファンを夢中にさせるビートルズ
ショップ。記念撮影のスポットとしても最適。3：レコードや記念品が
並ぶビートルズ愛が詰まった店内。

7・8・9：豪華客船タイタニック号の物語を体感できる現代的な博
物館「タイタニック・ベルファスト」。

4：街の歴史と和解への歩みを伝える壁画が並ぶ「ピース・
ウォール」。5：19世紀から続く劇場「グランドオペラハウス」
が街の文化と芸術を支えている。6：自然の造形美に圧倒さ
れる世界遺産の海岸線「ジャイアンツ・コーズウェー」。

威風堂 と々街を見守る英国最大級の荘厳な聖堂。

た
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン

が
印
象
的
な「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
大
聖
堂
」。美

し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
必
見
で
す
。二
つ
の
大

聖
堂
の
対
照
的
な
姿
は
、こ
の
街
が
伝
統
と

革
新
を
併
せ
持
つ
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
る「
ピ
ー
ス・

ウ
ォ
ー
ル
」は
、か
つ
て
の
紛
争
の
歴
史
と
和

解
へ
の
歩
み
を
伝
え
て
い
ま
す
。壁
の
両
側
に

は
色
鮮
や
か
な
壁
画
が
描
か
れ
、過
去
と
対

話
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
で
、現
在
の
ベ
ル
フ
ァ

ス
ト
に
息
づ
く
多
様
性
や
共
生
の
姿
が
見
え

て
き
ま
す
。歴
史
建
築
と
し
て
外
せ
な
い
の

が「
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
」。19
世
紀
末
に

建
て
ら
れ
た
こ
の
劇
場
は
、優
雅
な
内
部
空

間
と
文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
街
の
芸
術
シ
ー

ン
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

郊
外
に
目
を
向
け
る
と
世
界
遺
産
の

「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ・コ
ー
ズ
ウ
ェ
ー
」が
待
っ
て

い
ま
す
。六
角
形
の
玄
武
岩
が
海
岸
線
に
連

な
る
、数
千
万
年
前
の
地
殻
変
動
が
生
ん

だ
奇
跡
と
も
い
え
る
光
景
は
、訪
れ
る
人
を

圧
倒
し
ま
す
。

LIVERPOOL
港町の歴史を語る水辺の倉庫群。今は文化と賑わいの拠点。

BELFAST
街には産業革命時代の名残りを感じさせる建物が点在し歴史を物語っている。

7 6JAPAN GRACE JAPAN GRACE

港町に刻まれた歴史と音楽

イングランド北西部に位置するリバプール。交易の拠点として栄えた港には、荘厳な大
聖堂や重厚な歴史的建造物が並び、街を歩けば、芸術、文化、スポーツのメッカとしての
活気も感じられます。港から市街地へは徒歩でもアクセスしやすく、自由散策と観光のバ
ランスがとれた寄港地であると同時に、選択肢の多いオプショナルツアーも魅力です。

リバプール

か
つ
て
の
海
商
都
市
は
イ
ギ
リ
ス
屈
指
の
文
化
都
市
へ

街
歩
き
で
見
え
て
く
る

　
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
多
様
性

北アイルランドの玄関口

ベルファストは英国とアイルランド双方の歴史が交錯する、奥行きをもった街です。市庁
舎やオペラハウスといった格式ある建築が街を彩り、タイタニック号建造地として知られ
るエリアには、最新技術を駆使した博物館があります。北アイルランド紛争の和平の象
徴ともいえるピース・ウォールや、市街地から足を延ばせば玄武岩の石柱群が続く、世界
遺産のジャイアンツ・コーズウェーへも日帰りで訪れることができます。

ベルファスト

3 2 1

9 8

7

6 5 4
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British Gourmet

British Goods

航
海
作
家 

カ
ナ
マ
ル
ト
モ
ヨ
シ
が
綴
る

イ
ギ
リ
ス
よ
も
や
ま
話

TELEPHONE

LONDON

航海作家カナマルトモヨシ氏
が、クルーズの人気寄港地の
一つであるイギリスに関するよ
もやま話を3つお届けします。
ビートルズの逸話や名曲「ロン
ドン橋落ちた」に隠され
た意外な史実などが、
寄港地への想いをより
いっそう高めてくれます。

ロンドン橋にまつわる
大いなる勘違い

ベ
イ
カ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
の
隣
駅
セ
ン
ト・ジ
ョ
ン

ズ・ウ
ッ
ド
。こ
の
近
く
に
世
界
一
有
名
な
横
断

歩
道
が
あ
る
。ビ
ー
ト
ル
ズ
事
実
上
の
ラ
ス
ト

ア
ル
バ
ム『
ア
ビ
ィ・ロ
ー
ド
』（
1
9
6
9
年
）

の
カ
バ
ー
写
真
が
こ
こ
で
撮
影
さ
れ
た
た
め

だ
。メ
ン
バ
ー
4
人
が
横
断
歩
道
を
渡
る
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
で
知
ら
れ
る
ア
ル
バ
ム
は
大
ヒ
ッ
ト
。や

が
て
世
界
中
か
ら
や
っ
て
く
る
フ
ァ
ン
が
4
人

の
真
似
を
し
て
横
断
す
る「
聖
地
」と
な
り
、

こ
こ
は
2
0
1
0
年
12
月
、建
物
以
外
で
初

め
て
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
的・歴
史
的
遺
産
に
指

定
さ
れ
た
。た
だ
し
現
在
の
横
断
歩
道
は
ア

ル
バ
ム
カ
バ
ー
に
使
わ
れ
た
当
時
の
も
の
と
異

な
る
地
点
に
あ
る
。後
に
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
移

設
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

1
9
1
2
年
、あ
る
客
船
が
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
で

竣
工
し
た
。そ
の
2
週
間
後
、そ
れ
は
氷
山
と

の
接
触
事
故
に
よ
り
沈
没
す
る
。乗
員
乗
客

約
1
5
0
0
人
が
犠
牲
と
な
り
、生
還
で
き

た
の
は
7
1
0
人
。｢

タ
イ
タ
ニッ
ク｣

生
還
者

に
は
唯
一
の
日
本
人
乗
客
・
細
野
正
文

（
1
8
7
0
〜
1
9
3
9
年
）の
名
が
あ
っ

た
。鉄
道
官
僚
だ
っ
た
細
野
は
ロ
シ
ア・サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
留
学
を
終
え
、帰
国
の
た
め

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
に
乗
船
し
て
い
た
の
だ
。な
お

彼
の
孫
は
Y
M
O（
イ
エ
ロ
ー・マ
ジ
ッ
ク・オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
）で
世
界
を
魅
了
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン・細
野
晴
臣
さ
ん
で
あ
る
。沈
没
事
故

の
1
0
0
年
後
、当
時
の
造
船
台
の
上
に
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク・ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
博
物
館
が
オ
ー
プ

ン
。悲
劇
を
現
代
に
伝
え
る
。

JAPAN GRACE

ブリティッシュ・グルメ

［スコッチエッグ］

イギリスの食文化は、素朴で実直。その土地の暮らしや歴史が、料理に映し出されています。家庭料理
として受け継がれてきた味や、街角で気軽に楽しめる定番メニュー、そして午後のひとときを彩るティー
タイム文化。気取らず、しかし味わい深い英国グルメを通して、街と人々の暮らしを感じてみませんか。

おみやげにぴったり
英国雑貨
紅茶文化や王室の歴史に育まれたイギ
リスのお土産は、実用性と物語性を兼ね
備えたものが豊富。日常で使うたびに、
旅の記憶がよみがえります。

ゆで卵をソーセージ肉で包み、衣をつけて
揚げた一品。パブ料理として親しまれ、軽食
にもぴったりの伝統料理です。

［フィッシュアンドチップス］
白身魚のフライとポテトを組み合わせた、イ
ギリスを代表する国民食。揚げたてを頬張
る素朴な味わいが長く愛されています。 ［フル・イングリッシュ・ブレックファスト］

ベーコンやソーセージ、卵、豆を盛り合わせた伝
統的な朝食。一日の始まりをしっかり支えるイギ
リスらしい食文化です。

ティーバッグ紅茶
英国の紅茶文化を手軽に持ち帰
れる定番土産。香りや味の違いを
楽しめる豊富な種類も魅力です。

ギンガムチェックの帽子
英国らしい柄使いが印象的
な帽子は、旅の記念としても
日常使いにもぴったりです。

ポーチ
旅の記念として
国旗デザインが
目を引きます。
普段使いに小
物入れとして活
躍します。

テディベア
英国生まれのテディベアは、子どもから大人
まで親しまれる定番アイテムです。

マグカップ
朝のコーヒーや紅茶
の時間に、旅の記
憶を思い出させてく
れる定番土産です。

シングルモルト
ウイスキー
蒸留所ごとの個性が際立
つ一本は、英国の風土と
伝統を味わえる大人のお
土産です。

［アフタヌーンティー］
午後のひとときをゆったり過ごすためのアフタヌーンティーは、味だけでなく時間そのものを楽しむ文
化です。19世紀からはじまった習慣は、今も人々の社交の場として大切に受け継がれています。

［ストロベリーチョコ］
甘酸っぱいイチゴとチョコレートの組み合
わせが楽しい人気のお菓子です。ティー
タイムのお供や贈り物にも喜ばれます。

［ローストビーフ］
家庭料理として親しまれてきた伝統料理。お
祝いや家族が集まる際の定番です。じっくり
焼き上げた肉の旨みが口中に広がります。

カナマルトモヨシ（航海作家）
日本各地のみならず世界の五大
陸をクルーズで訪問した経験を持
つ航海作家。世界の客船を紹介
する『クルーズシップ・コレクション』
での執筆や雑誌『クルーズ』(海事
プレス社)に連載記事やクルーズレ
ポートを寄稿している。

2
0
0
2
年
に
オ
リ
ビ
ア
号
が
く

ぐ
っ
た
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
。そ
れ
を｢

ロ

ン
ド
ン
橋｣

と
勘
違
い
し
て
い
る
人
の

な
ん
と
多
い
こ
と
か
。ロ
ン
ド
ン
橋
は

タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
よ
り
も
少
し
だ
け

テ
ム
ズ
川
上
流
に
あ
る
。ロ
ー
マ
人
が

46
年
に
初
め
て
橋
を
架
け
て
か
ら
、

1
7
5
0
年
ま
で
テ
ム
ズ
川
唯
一の

架
橋
だ
っ
た
。こ
の
橋
を
世
界
的
に

有
名
に
し
た
の
は
童
謡｢

ロ
ン
ド
ン

橋
落
ち
た｣

。何
度
も
落
ち
た（
壊

れ
た
）こ
と
か
ら
、こ
の
曲
が
歌
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
の
橋
は
、約

50
年
前
の
1
9
7
3
年
に
開
通
。そ

の
知
名
度
と
は
裏
腹
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
地
味
な
た
め
、壮
麗
な
タ

ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
ロ
ン
ド
ン
橋
と
誤
解

す
る
人
が
続
出
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

［キャロットケーキ］
にんじんの自然な甘みとスパ
イスが調和した、家庭的なお
菓子。野菜を用いた素朴な味
わいが紅茶にぴったりです。

世
界
一
有
名
な
横
断
歩
道
に

ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

タ
イ
タ
ニッ
ク
か
ら
生
還
し
た
、

唯
一の
日
本
人
乗
客



東京大学大学院工学系研究科修士課程修了後、
クックパッド株式会社に勤務し、独立。世界各地の家
庭の台所を訪れて一緒に料理をし、料理を通して見
える暮らしや社会の様子を発信している。40以上の
国と地域、190以上の家庭を訪問。講演・執筆・研究
などを行う。著書に『世界の食卓から社会が見える』
（大和書房）、『世界のお弁当とソトごはん』（三才
ブックス）など。京都芸術大学客員講師。探検の傍
ら、現在はオランダの大学で文化人類学を専攻中。

Profile

岡根谷実里世界の台所探検家 Misato Okaneya

　
オ
ラ
ン
ダ
の
食
を
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、「
合
理
的
」。職

場
の
昼
食
休
憩
は
30
分
で
、学
生
も
社
会
人
も
大
学
教
授

も
、茶
色
い
食
パ
ン
に
チ
ー
ズ
を
一
枚
は
さ
ん
だ
も
の
を
取

り
出
し
て
か
じ
り
つ
き
ま
す
。普
段
の
夕
飯
は
、焼
い
た
肉
、

ゆ
で
じ
ゃ
が
、ゆ
で
た
さ
や
い
ん
げ
ん
か
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
皿
に

並
べ
た
の
が
定
番
。夕
飯
の
支
度
に
か
け
る
時
間
は
30
分
以

下
、ス
ー
パ
ー
に
は
カ
ッ
ト
野
菜
が
各
種
並
び
、エ
ア
フ
ラ
イ

ヤ
ー
が
大
活
躍
。食
べ
る
の
も
つ
く
る
の
も
、効
率
中
毒
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
合
理
的
で
す
。そ
の
背
景
に
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
で
も
禁
欲
主
義
の
強
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン

派
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
オ
ラ
ン
ダ
の
食
を
は
た
か
ら
見
て「
食
に
興
味
が

な
い
の
か
な…

」と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、生
活
し
て
い
る

と
違
っ
た
一
面
も
見
え
て
き
ま
す
。夕
方
16
〜
17
時
に
な
る

と
、働
い
て
い
る
人
た
ち
は
家
に
向
か
い
ま
す
。夕
飯
は
17

〜
19
時
頃
と
い
う
家
が
多
く
、私
の
知
り
合
い
は
皆
家
族
揃

っ
て
食
べ
る
こ
と
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。家
族
で

食
卓
を
囲
む
機
会
は
、大
人
は
残
業
子
ど
も
は
塾
に
忙
し
い

日
本
よ
り
多
そ
う
で
す
。レ
ス
ト
ラ
ン
選
び
で
も
味
よ
り
雰

囲
気
の
よ
さ
を
重
視
す
る
人
び
と
と
過
ご
し
て
い
る
と
、食

の
豊
か
さ
は
皿
の
上
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
を
囲
む
人
び
と

と
の
間
に
生
ま
れ
る
の
だ
と
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ス
ト
リ
ー
ト
グ
ル
メ
で
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

ハ
ー
リ
ン
グ（
ニ
シ
ン
の
塩
漬
け
）。

屋
台
で
は
食
べ
や
す
い
よ
う
切
っ
て

く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、ま

る
ご
と
の
ニ
シ
ン
の
尾
を
つ
ま
ん
で

天
を
仰
い
で
食
べ
る
人
の
姿
も
あ

る
は
ず
。調
理
も
お
し
ゃ
れ
な
盛
り

付
け
も
不
要
。気
負
わ
ず
効
率
重

視
な
オ
ラ
ン
ダ
ら
し
い
軽
食
で
す
。

オランダ、合理と団らんの食卓

昭和35年、ジャズ評論家としてデビュー。その後、16
年間に渡って続いた『全米TOP40』（旧ラジオ関東・
現ラジオ日本）を始めとするラジオのＤＪ、また、早く
からエルヴィス・プレスリーやビートルズを日本に
広めるなど、独自の視点によるポップスの評論・解
説を手がけ、世に国内外の音楽シーンを紹介し続
け、今に至る。作詞家としては、代表的なヒット曲に
『ランナウェイ』、『センチメンタル・ジャーニー』、『六
本木心中』、『恋におちて』など多数。

Profile

湯川れい子音楽評論・作詞家 Reiko Yukawa

　

私
に
と
っ
て
旅
と
は
、単
な
る
移
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

音
楽
へ
の
探
究
心
を
主
軸
に
、人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、そ

し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と
連
な
る「
自
己
」を
見
つ
め
る

き
っ
か
け
が
訪
れ
る
、壮
大
な
体
験
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

過
去
に
何
度
か
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
も
旅
を
し
て
き
ま
し
た

が
、本
当
に
楽
し
か
っ
た
。い
ろ
い
ろ
な
世
代
、さ
ま
ざ
ま
な

思
想
を
持
つ
人
た
ち
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
空
間
は
、ほ
か

の
ク
ル
ー
ズ
に
は
な
い
楽
し
さ
で
す
ね
。

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
、私
は
忘
れ
が
た
い
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。日
本
が
生
ん
だ
最
も
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、オ
ノ・

ヨ
ー
コ
さ
ん
が
2
0
0
7
年
、首
都
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
世
界

平
和
を
祈
願
す
る
光
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
イ
マ
ジ
ン・ピ
ー
ス・

タ
ワ
ー
」を
つ
く
り
ま
し
た
。以
前
、私
は
ヨ
ー
コ
さ
ん
に

「
な
ぜ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
な
の
？
」と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。彼
女
は
こ
う
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。ひ
と
つ
は
、冷
戦

下
の
1
9
8
6
年
に
レ
ー
ガ
ン
と
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
会
談
し
、

”冷
戦
の
終
わ
り
の
は
じ
ま
り“
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
こ

と
。そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
世
界
で
最
初
の

民
主
主
義
の
会
議
が
始
ま
っ
た
場
所
だ
と
い
う
こ
と
、と
。

そ
う
い
っ
た
歴
史
あ
る
場
所
に
、ヨ
ー
コ
さ
ん
は
ジ
ョ
ン
と
の

思
い
出
か
ら
着
想
し
た
光
の
タ
ワ
ー
を
建
て
た
の
で
す
。

　

彼
女
の
凄
さ
は
、そ
の
愛
の
深
さ
と
精
神
力
に
あ
り
ま

す
。ジ
ョ
ン・レ
ノ
ン
が
あ
の
よ
う
な
悲
劇
で
亡
く
な
っ
た
時
、

彼
女
は
血
ま
み
れ
に
な
っ
た
ジ
ョ
ン
の
眼
鏡
を
、洗
う
こ
と

な
く
そ
の
ま
ま
窓
辺
に
置
き
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
を
自

ら
撮
影
し
、ア
ル
バ
ム
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
し
た
の
で
す
ー
私
な

ら
、辛
く
て
洗
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ー
で
も
彼
女

は
、悲
し
み
を
直
視
し
、「
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
」と
い
う
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
変
え
た
の
で
す
。ア
イ
ス

ラ
ン
ド
の
地
で
、私
は
彼
女
の
祈
り
と
、平
和
へ
の
強
い
意
志

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

アイスランドの思い出

水先案内人から届いたエッセイ

旅がひらく、世界の心と扉

※本クルーズ中に「イマジン・ピース・タワー」の点灯をご覧いただくことはできません

世界を旅することで、持ち帰るものは人それぞれです。それは
土産物だけではなく、一期一会の出会い、新たな価値観か
もしれません。旅の名人であるお二人が、ある国で出会った
心に残る光景について、語ってくださいました。
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Reykjavík／アイスランド Amsterdam／オランダ 

VOYAGE TALK

レイキャビク／北大西洋に面した世界最北の首都。小さな街ながら、音楽やアート、
文学が集まる北欧文化の拠点は、自然と共生する暮らしが息づいています。街の随
所に感じられる静けさと透明感が、訪れる人の感覚を研ぎ澄ませてくれます。

アムステルダム／運河が張り巡らされた水の都。交易都市として発展してきた歴史
を背景に、多様な文化を受け入れてきました。歴史的建築と現代の感性が溶け込
み、オランダらしい自由でしなやかな暮らしの知恵が、街並みの中に息づいています。

JAPAN GRACE



　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
、南
米
で
あ
り
な
が

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま

す
。街
の
中
心
と
な
る「
五
月
広
場
」は
、ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
治
と
歴
史
の
舞
台
で
あ
り
、

そ
の
正
面
に
建
つ
大
統
領
府「
カ
サ
・ロ
サ

ダ
」は
国
の
象
徴
的
存
在
で
す
。独
立
運
動

や
市
民
の
集
会
が
何
度
も
行
わ
れ
て
き
た
こ

の
広
場
周
辺
に
は
、重
厚
な
建
築
が
集
ま

り
、首
都
と
し
て
の
威
厳
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

市
街
地
を
南
北
に
貫
く「
7
月
9
日
通

り
」は
、世
界
で
も
有
数
の
広
さ
を
誇
る
大

通
り
。中
央
に
立
つ
高
さ
68
ｍ
の
白
い
塔
の

「
オ
ベ
リ
ス
コ
」は
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

人
々
の
視
線
を
集
め
て
い
ま
す
。文
化
芸
術

の
面
で
は「
コ
ロ
ン
劇
場
」の
存
在
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。世
界
屈
指
の
音
響
を
誇
る
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
と
し
て
知
ら
れ
、国
内
外
の
一
流
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
の
壮
麗
な
建
築
は
、街
が
文
化
を
大

切
に
し
て
き
た
証
で
も
あ
り
ま
す
。「
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
国
立
美
術
館
」は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
美
術
品
を
１
万
２
千
点
以

上
収
蔵
し
、ゴ
ッ
ホ
や
ピ
カ
ソ
な
ど
の
絵
画

を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

 

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
南
東
に
位
置
す
る

ボ
カ
地
区
は
、港
湾
労
働
者
の
街
と
し
て
発

展
し
て
き
た
場
所
。色
鮮
や
か
な
建
物
が
並

ぶ
風
景
か
ら
、南
米
な
ら
で
は
の
パ
ッ
シ
ョ
ン

を
受
け
取
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ボ
カ
地
区
は

観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
、地
域
の
暮
ら

し
や
文
化
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。隣
接

す
る
サ
ン・テ
ル
モ
地
区
で
は
、古
い
建
物
や

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
並
び
、落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
街
の
原
風
景
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

中
心
街
の
北
部
に
位
置
す
る
レ
コ
レ
タ
地
区

は
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
も
う
一つ
の
顔
。整
然

と
し
た
街
並
み
の
中
に「
レ
コ
レ
タ
墓
地
」が
あ

り
、歴
史
的
人
物
の
名
が
刻
ま
れ
た
墓
碑
が
並

び
ま
す
。さ
ら
に
パ
レ
ル
モ
地
区
で
は
、公
園
や

カ
フ
ェ
、シ
ョッ
プ
が
点
在
し
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

の
日
常
と
活
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1：「五月広場」はブエノスアイレスの中心。広場に面する大統領府「カサ・ロサ
ダ」をはじめとする周囲の建築群から、首都としての重みが伝わってくる。2：格
式ある建築美が際立つ「コロン劇場」。長年にわたり国際的な舞台芸術を支え
てきた文化施設。3：7月9日通りの中央に立つ「オベリスコ」は近代化の節目
を記念して建てられた記念碑。昼夜で表情を変える姿も印象的。

カラフルな建物とストリートタンゴで有名な「カミ
ニート」エリア。スペイン語で「小道」を意味し、かつ
てイタリア系移民が住んでいた面影を残している。

BUENOS AIRES

ボカ地区 Boca

石畳の通りと歴史的建築
が残るこの地区は、街歩き
の楽しさが凝縮されたエリ
ア。通り沿いには雑貨店や
アンティークショップが並
び、散策しながら個性的な
お土産探しを楽しめる。

移民文化と港町の歴史が色濃く残るエリ
ア。鮮烈な色彩の街並みを歩いていると、
路上で音楽に合わせてタンゴを披露する光
景に遭遇することがあり、街そのものが文化
の舞台であることを実感させてくれる。

パレルモ地区は緑豊かな公園や洗練された飲食店が点在し、現在進行形の都市
文化を感じることができる。人気のビアガーデン兼レストランではクラフトビールに
アルゼンチン料理、そして国際色豊かなメニューも楽しめる。

サン・テルモ地区パレルモ地区 San TelmoPalermo
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人々を魅了する南米の中心都市

アルゼンチンの首都ブエノスアイレスは、ヨーロッパとラテンアメリカの文化が
溶け合い、独特の空気を生み出してきました。政治、文化、芸術の中心として
発展し、歴史の厚みをふまえながら洗練された都市としての顔を持つと同時に、
中心部から少し足を伸ばすと個性豊かなエリアが観光客を迎えてくれます。

ブエノスアイレス

南
米
の
パ
リ
と
謳
わ
れ
る

美
し
い
街
を
往
く

1

23



　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
は
、19
世
紀
末
か
ら

20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

の
港
湾
地
帯
で
生
ま
れ
ま
し
た
。移
民
た
ち

が
持
ち
込
ん
だ
音
楽
や
踊
り
が
混
ざ
り
合

い
、労
働
者
や
庶
民
の
感
情
を
表
現
す
る
文

化
と
し
て
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。哀
愁
を
帯

び
た
旋
律
と
、人
々
の
心
に
寄
り
添
う
よ
う

な
踊
り
の
形
に
は
、人
生
の
孤
独
や
希
望
が

映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
ボ
カ
地
区
や
サ
ン・テ
ル
モ
地
区

で
は
、街
角
で
自
然
に
タ
ン
ゴ
を
踊
る
光
景

に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。観
光
客
の
前

で
披
露
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、生
活

の
延
長
線
上
に
あ
る
そ
の
姿
は
、タ
ン
ゴ
が
日

常
に
根
付
い
た
文
化
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。音
楽
が
流
れ
、人
々
が
足
を
止
め
、

即
興
的
に
踊
り
が
始
ま
る
。そ
ん
な
場
面
も

こ
の
街
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

　

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で
も
、ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
へ
の
寄
港
に
合
わ
せ
て
タ
ン
ゴ
を

船
内
で
体
感
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
た
ち
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
で
は
、次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
華
麗
な
ス

テ
ッ
プ
と
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
動
き
、緊
張
感
あ

ふ
れ
る
表
現
が
披
露
さ
れ
、観
客
の
皆
さ
ん

を
タ
ン
ゴ
の
世
界
へ
引
き
込
み
ま
す
。

1：「Café Tortoni」はブエノスアイレス最古のカ
フェ。文化人たちに愛され、店内は博物館のよう
な雰囲気です。アルゼンチンの名物菓子「マイ
セーナ」をはじめ人気メニューも多くあります。2：
「Café Persicco」は地元でも人気のアイスク
リームショップ＆カフェ。種類豊富なジェラートが
楽しめ、街歩きの一休みに最適です。

Argentine Tango

アルゼンチン文化を象徴するマ
テ茶器。茶葉を注いでボンビー
ジャ（ストロー）で飲む本場のスタ
イルを楽しめる。旅の思い出を生
活に残すお土産として最適。

マテ茶器

濃厚でキャラメルのような甘さが
魅力のドゥルセ・デ・レチェ。パンに
塗ったりお菓子に使ったり本場の
味をそのまま楽しめる定番土産。

歴史ある街並みを背景に披露されるタンゴ。石畳
の通りに流れる音楽が、街の空気を一変させる。

ドゥルセ・デ・レチェ
ブエノスアイレスのアン
ティーク店で出会う骨董
雑貨や手作り工芸品。ア
ルゼンチンらしい風土と
職人技が感じられる。

アンティークグッズ

アルゼンチンのクラフ
トマーケットなどで見つかるプレートは、伝統模様や鮮や
かな色合いが特徴で飾って楽しむアート的なお土産。

カラフルなプレート

ミラネッサ
イタリアのミラノに由来する料理。薄くのばした牛
肉に衣をつけて揚げたものです。サクッとした食感
と肉の旨みが調和する、気取らない定番料理です。

エンパナーダ
具材を包んで焼き上げた小さなパイ。肉
や野菜など地域ごとに中身が異なります。
家庭料理としても人気の一品で軽食とし
て重宝されています。

アサード
炭火でじっくり焼き上げる伝
統的なバーベキュー。塩味が
基本で肉本来の旨みを堪能
できます。家族や仲間が集う
場に欠かせない料理です。

アルゼンチンワイン
アンデス山脈の麓で育まれ
たワインは、世界的評価も高く力強さと果実味が際立
ちます。旅のお土産としても人気があります。

チョリパン
炭火で焼いたチョリソーをパンに
挟んだ国民的軽食です。香ばし
さと肉汁が魅力で、手軽にアル
ゼンチングルメを味わえます。

内臓のミックスグリル
肉を余すことなく味わう精神が表れた一
品で、腸やモツを香ばしく焼き上げます。
アサードの一部として供されることもある
アルゼンチンらしい食文化です。

色鮮やかな街並みの前で繰り広げられる情熱的な
踊り。港町らしい活気がそのまま表現されている。

古い建物が並ぶ地区
ならではの情景。街角
で踊られるタンゴが、
ブエノスアイレスの日
常を映し出します。

寄港地で出会ったタンゴを船上で再体
験。プロダンサーによる迫力あるステージ
に、会場は熱気に包まれた。

15 JAPAN GRACE

アルゼンチンタンゴは、単なる舞踊ではなく、人々の人生や感
情を映し出してきた文化です。港町で生まれ、街角で磨かれ、
劇場や世界の舞台へと広がっていったその歴史が、ブエノス
アイレスの街に受け継がれています。ピースボートクルーズ
では寄港地で、そして船上でのショー体験を通して、タンゴが
持つ奥深い魅力にふれることができます。

人生を踊る、
アルゼンチンタンゴの世界

アルゼンチンの料理は、大地の恵みを活
かす郷土料理とヨーロッパの影響を受けた
食文化が融合されています。牛肉を中心と
した力強い料理に加え、移民文化の影響
を受けた多彩な家庭料理も根づいていま
す。街角の軽食から豪快な炭火焼、そして
世界的評価を受けるワインまで多様なグル
メを堪能できます。

伝統とヨーロッパ文化が融合したアルゼンチングルメ

Argentine Souvenirs

1

2
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ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
が
、航
海
中
に
船
内
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
で
す
。今
回
紹
介
す
る

パ
ワ
フ
ル
な
ロ
ッ
ク
、繊
細
な
弦
楽
三
重
奏

と
ピ
ア
ノ
が
織
り
な
す
カ
ル
テ
ッ
ト
、心
揺

さ
ぶ
る
歌
声
と
い
っ
た
よ
う
に
、世
界
中

か
ら
集
っ
た
多
彩
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
乗

船
し
、連
日
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま

す
。観
客
は
手
拍
子
、歓
声
を
送
り
、時

に
は
乗
客
と
奏
者
が
一
体
と
な
る
即
興

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
。音
楽
を

介
し
た
交
流
が
船
内
の
雰
囲
気
を
いっ
そ

う
和
や
か
に
し
、演
奏
後
の
笑
顔
は
、寄

港
地
や
航
海
の
思
い
出
と
と
も
に
み
な
さ

ま
の
胸
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

開放的なアトリウムの空間を、優雅で洗練された旋律が彩ります。お届
けするのは全員ベネズエラ出身のピアノカルテット。卓越した演奏技術
と音楽性のルーツはベネズエラが世界に誇る音楽教育プログラム「エ
ル・システマ」にあります。数々の世界的巨匠やトップアーティストを送
り出してきた教育環境が育んだ彼らの演奏は、鉄壁のアンサンブルを
誇ります。そこに南米特有の底抜けの明るさと情熱が融合し、躍動力
が聴衆の心にダイレクトに響き渡ります。世界水準の極上のハーモ
ニーとエネルギーに満ちたステージを間近でご堪能ください。

15年前からピースボートに乗船し続けるフィリピン出身のロッ
クバンド「Deep Sky（ディープ・スカイ）」。キーボード、ギター、
ベース、ドラムスとメインボーカルの5人編成バンドで、ソウル
フルな洋楽から日本や中文のヒット曲までを圧巻のグルーブ
力と演奏技術で聴かせます。彼らの生演奏で踊ることを日課
としている常連客も多く、プールサイドでのライブでは青空の
下、開放感をさらに高める熱いステージを披露します。

「ライブハウスの野獣」という異名を持つシンガーソングライ
ター。ギター一本で日本全国を駆け巡っていたところ、ピース
ボート関係者の目に留まり、専属ミュージシャンとして世界を
共に旅するようになりました。そのパフォーマンスはまさに「魂
の叫び」。ミュージシャンというより、人生を燃やす表現者で
す。汗だくになりながら、たぎる熱量で人生の苦難や希望を
歌い上げます。泥臭くも人間味あふれる生きざまにふれるこ
とで「明日も生きてやろう」という活力が湧いてきます。

JAPAN GRACE

船上を彩る音楽の仲間たち
ピースボートクルーズの船内では、ジャンルを超えた多
彩な生演奏が毎日あちこちで響き渡ります。ロック、
ジャズ、クラシック、ポップスなど音楽家たちが奏でる
一音一音が聴衆の心に寄り添い、洋上のひとときを
よりいっそう豊かに彩ります。

Musician Pick Up

PEACE BOAT Musicians

［Deep Sky ］
進化し続ける至高のロック魂

［ Venezuelan Vibes ］
ベネズエラ出身のピアノカルテット

［岡 秀年］
人生の苦難や希望を歌い上げる



千葉県成田市出身。ジブリ映画「魔女の宅急便」に登場する男の子に似て
いたことからニックネームは「とんぼくん」。「当時からずいぶんサイズアップして
しまいました」とは当人の弁。「でも体重は気にしていません、世界各地で一緒
に美味しいものを食べましょう！」

「対話」をコンセプトに、
皆さまの声を聞きながら、より良い旅にしていきます。

Profile

　

私
は
高
校
卒
業
後
の
18
歳
か
ら
１
年
半
、

ひ
き
こ
も
り
の
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。そ
ん

な
と
き
、母
が
興
味
を
持
っ
て
取
り
寄
せ
て

い
た
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
資
料
を
、な
ん
と
な
く

手
に
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。当
時
の
私

は
自
分
を
変
え
た
い
け
れ
ど
勇
気
を
出
せ

な
い
状
態
で
し
た
が
、資
料
か
ら
、若
者
で

も
地
球
一
周
で
き
る
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。世
界
を
見
た
ら
自
分
の
価
値

観
も
変
わ
り
、ひ
き
こ
も
り
か
ら
脱
け
出
し

て
頑
張
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と
思
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
で
す
ぐ
に
説
明
会
に
参
加
し
て
、

半
年
後
の
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
す
る
こ
と
を
決

意
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し

て
、世
界
一
周
の
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
一つ
は
、同
世
代
の
韓
国
の
女
の
子
と
仲
良

く
な
っ
た
こ
と
で
す
。船
上
パ
ー
テ
ィ
で
サ
ル

サ
を
一
緒
に
踊
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な
り
、覚
え
た
て
の
韓
国

語
と
た
ど
た
ど
し
い
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
た
。下
船
後
は
互
い
の

国
を
訪
ね
た
り
す
る
ほ
ど
に
親
交
を
深
め
、

国
や
言
葉
が
違
っ
て
も
共
感
で
き
、理
解
し

合
え
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。そ
ん
な
体

験
は
初
め
て
の
こ
と
で
、す
ご
く
良
い
思
い
出

と
し
て
胸
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。も
う
一つ
は

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ソ
グ
ネ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
訪
れ
た

と
き
、壮
大
な
大
自
然
の
前
に
人
間
と
い
う

存
在
を
あ
ま
り
に
小
さ
く
感
じ
ま
し
た
。

世
界
の
広
さ
を
実
感
し
、普
段
の
自
分
の
悩

み
や
つ
ら
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
い
か
に
ち

っ
ぽ
け
で
あ
る
か
を
痛
感
し
、社
会
に
対
す

る
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

世
界
に
は
諍
い
や
争
い
が
絶
え
ま
せ
ん

が
、違
う
国
の
人
間
同
士
で
も
出
会
い
、つ
な

が
る
こ
と
で
相
手
の
国
の
こ
と
を
好
き
に
な

り
ま
す
。そ
れ
は
世
の
中
を
変
え
て
い
く
力

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
韓
国
の
女
の

子
と
仲
良
く
な
る
こ
と
で
、そ
れ
を
実
体
験

し
た
の
で
す
。人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
だ
と
思
っ
た
の

で
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
誘
わ
れ
て
活
動
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。20
歳
の
と
き
の
こ
と
で

す
。以
来
13
年
間
、東
京
や
大
阪
で
船
旅
に

か
か
わ
る
仕
事
を
し
な
が
ら
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
で
地
球
を
8
周
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、船
内
で
は
世
代

を
超
え
た
出
会
い
、友
情
が
芽
生
え
る
こ

と
。最
近
で
も
ウ
ク
レ
レ
の
練
習
を
通
し
て

仲
良
く
な
っ
た
老
若
男
女
の
グ
ル
ー
プ
が
寄

港
地
の
ハ
ワ
イ
の
ビ
ー
チ
で
皆
で
演
奏
し
た

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。世
界
を
見
る
と
い

う
面
で
は
、以
前
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ポ
ル・ポ
ト

政
権
下
で
埋
め
ら
れ
た
地
雷
に
怯
え
な
が
ら

暮
ら
す
人
々
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
平
和
な
日
本
と
の
違

い
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。こ
う
し
た
単
な
る

観
光
だ
け
で
は
な
い「
リ
ア
ル
な
世
界
」を

見
て
、感
じ
、考
え
る
こ
と
が
私
の
人
生
観
を

揺
さ
ぶ
る
意
義
深
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
直
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。隠
れ
て

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
決
め
る
く
ら
い
嬉
し
か
っ
た
で

す（
笑
）。た
だ
1
9
0
0
名
の
参
加
者
の

皆
様
が
ク
ル
ー
ズ
へ
寄
せ
る「
想
い
」「
期
待
」

も
十
分
わ
か
り
ま
す
か
ら
、そ
れ
に
応
え
る

こ
と
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
皆
さ
ま
が
最
も
期
待
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
、オ
ー
ロ
ラ
鑑
賞
を
は
じ
め
、訪
れ
る

場
所
や
寄
港
地
を
最
大
限
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、た
と
え
ば
事
前
に
そ
の
文

化
、歴
史
な
ど
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
船
内

講
座
を
企
画
し
た
り
、皆
さ
ま
が
ど
ん
な
こ

と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
し
っ
か
り
聞
い

て
、サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
し
て
い

き
た
い
で
す
。ク
ル
ー
ズ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は

1
9
0
0
名
の
お
客
さ
ま
の
代
弁
者
で
あ

り
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の「
顔
」で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、今
回
は「
対
話
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
臨

み
ま
す
。こ
れ
は
ま
た
70
名
の
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
も
同
じ
こ
と
で
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
強
い
チ
ー
ム
ワ
ー
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ク
を
発
揮
し
て
素
晴
ら
し
い
ク
ル
ー
ズ
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
食
べ
る
こ
と
も
お
酒
を
飲
む
こ
と
も

大
好
き
で
、ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
入
っ
て
30
キ
ロ

も
体
重
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）。世

界
各
地
の
グ
ル
メ
を
楽
し
む
こ
と
も
大
好
き

で
、こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
寄
港
地
の
情
報

も
色
々
お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ま
た

皆
さ
ま
と
も
船
内
で
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
、お
酒
を
飲
ん
で
交
流
が
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
！

ま
た
カ
ラ
オ
ケ
も
好
き
で
得
意
で
す
か
ら
、

一
緒
に
楽
し
め
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

JAPAN GRACE

Voyage124で初のクルーズディレクターを務める尾形康
仁。初の大役は、待ちに待ったものでもありました。「あな
たがクルーズディレクターで良かった、と言っていただける
ような世界一周の旅にしたい」と語る尾形に、クルーズへ
向けての意気込みなどを聞きました。

尾形康仁 OGATA Yasuhito

クルーズディレクター

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
と
の

出
会
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
得
ま
し
た
か
。

そ
の
後
、ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

活
動
し
て
き
た
の
で
す
ね
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
魅
力
は

ど
ん
な
点
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
ズ
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
o
y
a
g
e
1
2
4
で

ク
ル
ー
ズ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
ま
す
。

就
任
を
ど
う
受
け
止
め
ま
し
た
か
。

新クルーズ
ディレクター
紹介
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暗闇の中で星が一斉に現れる瞬間には歓声が上がる。
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星空コスチュームのスタッフがお出迎え。

宇宙の広がりも感じられる神秘さ。

洋
上
で
堪
能
す
る
、

壮
大
な
天
然
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

編集
後記

　
「
あ
な
た
と
出
会
え
た
幸
運
に
感
謝
し
て
い

る
」―

。ミ
ラ
ノ・コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪
、ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た
中
国
の
選

手
が
、日
本
人
コ
ー
チ・佐
藤
康
弘
氏
に
贈
っ
た

言
葉
で
す
。日
中
両
国
の
ウ
ェア
を
ま
と
い
、教

え
子
を
鼓
舞
し
続
け
た
佐
藤
氏
が
、両
選
手

に
金
メ
ダ
ル
を
か
け
ら
れ
、共
に
快
挙
を
喜
び

合
う
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。政
治
的

に
冷
え
込
む
関
係
も
、こ
の
世
界
に
は
関
わ
り

な
い
。そ
う
確
信
さ
せ
る「
平
和
の
祭
典
」の

真
髄
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
風
景
は
、船
旅
の
下
船
間
近
の
光
景
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。共
に
過
ご
す
長
い
航
海
で

は
、「
ど
こ
か
ら
来
た
か
」と
いっ
た
属
性
は
い
つ

し
か
消
え
て
い
き
、代
わ
り
に
、そ
の
方
が
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
人
生
で「
何
を
積
み
重
ね
て
き
た

か
」が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。一
人
の
人
間

と
し
て
向
き
合
い
、互
い
の
人
生
の
歩
み
に
敬

意
を
払
う
。ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
旅
も
ま
た
、国

境
の
な
い
一つ
の「
村
」の
よ
う
な
場
所
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
日
本
と
中
国
の
未
来
の
た
め
に
」。そ
う

語
り
、懸
け
橋
と
し
て
歩
み
続
け
る
佐
藤
氏

の
想
い
は
、教
え
子
た
ち
へ
着
実
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。世
界
中
で
友
情
の
橋
を
架
け

続
け
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
船
旅
も
同
じ
で
す
。

こ
の
草
の
根
の
バ
ト
ン
を
、毎
ク
ル
ー
ズ
大
切
に

引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。（
長
谷
川・編
集
部
）

　

航
海
中
の
新
月
の
夜
に
開
催
さ
れ
る
星
空
観
望

会
。会
場
の
プ
ー
ル
デ
ッ
キ
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
っ

て
き
ま
す
。船
の
外
灯
が
落
と
さ
れ
、周
囲
に
街
の

灯
り
も
建
物
も
な
い
洋
上
は
、夜
空
に
驚
く
ほ
ど

多
く
の
星
が
輝
き
ま
す
。静
か
な
海
と
満
点
の
星

に
包
ま
れ
る
ひ
と
と
き
は
、ク
ル
ー
ズ
な
ら
で
は
の

贅
沢
な
時
間
で
す
。観
望
会
で
は
天
文
の
専
門
家

が
専
用
の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
星
座
を

解
説
し
、星
の
位
置
や
見
つ
け
方
を
教
え
て
く
れ
ま

す
。航
路
が
赤
道
を
越
え
る
と
、北
半
球
と
南
半

球
で
星
座
の
見
え
方
が
変
わ
る
こ
と
に
も
気
づ
き

ま
す
。例
え
ば
オ
リ
オ
ン
座
の
向
き
が
逆
に
見
え
る

な
ど
、世
界
を
旅
す
る
船
な
ら
で
は
の
発
見
も
あ

り
ま
す
。波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
空
を
見
上
げ
、

自
然
が
つ
く
り
出
す
壮
大
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
、

ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。
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